
中井八千代氏 プロフィール 

 

1991年 「子どもにできる地球に優しい 24時間」(学陽書房)共著で出版。 

1995年 練馬区議会議員(生活者ネットワーク代理人 1995年～2003年 2期 8年で

交代)。 

1999年 「市民提案のリサイクル条例をめざす会」を区内の 23団体・60人の市民と

立ち上げ、練馬区初の市民提案を盛り込んだ「練馬区リサイクル推進条例」

制定に至る。 

2003年 自治体のリサイクル費用を明らかにする「廃棄物会計調査」を市民と共に

270自治体で実施。 

      「育てよう！廃棄物会計―知っておきたい自治体リサイクルコストー」(合同出

版)を共著で出版。 

2003年 「容器包装リサイクル法の改正を求める全国ネットワーク」を 

      全国の環境・消費者団体 200団体＋200人の個人と共に設立。  

2006年 全国から集まった 100万筆の請願署名を国会に提出。保留→廃案に。   

2007年 「容器包装の 3Rを進める全国ネットワーク」と改名。 

2008年～2009年 レジ袋有料化全国 1万人アンケート調査を実施。約 8割が有料

化に賛成。   

2016年 ２回目の請願署名を実施(40万筆)、衆・参の環境委員会で全会派一致で採

択。 

      「3R政策地域研究会」を全国の 11都道府県に立ち上げ、容リ法改正市民

案を作成。提言活動。 

2018年 環境教育用冊子「容器包装をみなおそう！―海洋プラスチックごみ削減に向

けてー」を共著で発行、 

      9,000部を完売。冊子を使い「海ごみ対策地域リーダー養成講座」を全国で

展開中。 

2018年 「減プラスチック社会を実現する NGOネットワーク」をWWFジャパン、グリ

ーンピースジャパン、JEAN、日本野鳥の会、日消連等、14団体と共に立ち

上げ、国に提言活動を継続中。 

 

現在、容器包装の 3Rを進める全国ネットワーク運営委員長 

環境カウンセラー(環境省)、(一社)廃棄物資源循環学会評議員 

元環境省中央環境審議会循環型社会部会 容器包装の３Ｒに関する小委員会委員 

 


